
目標管理のビジョン 

 目標管理制度の本質的目的は、「経営目標

を達成するための業績管理」にありますが、

企業によって経営課題が異なることから、

実際には、様々な目標管理制度の適用、運

用が行なわれています。

 しかし、現状の制度運用に違いはあって

も、目指すべきビジョンは共通です。

目標管理のビジョンとは

目標管理制度が到達すべき普遍的ビジョ

ンは次の要件を満たすものと考えられます。

［目標管理のビジョン］

① 中期・年度の経営計画目標を達成するた

めの「業績管理制度」であること。

② 経営目標からカスケードダウン（順次細

分化）され、役割に応じたストレッチな

（最大限の努力でようやく手が届く）部

署・チーム・個人の成果目標が設定され

ていること。

③ 制度運用において、マネジメントサイク

ル（P-D-C-A）が個人のセルフマネジメ
ント・管理者のマネジメントレベルで活

かされていること。

④ トップダウンの目標が、社員の参加と主

体性によるバイタリティーで支えられ

ていること。

⑤ 運用のすべての段階で、社員の衆知が集

められ、パーソナリティー・主体性・創

造性が活かされていること。

⑥“三現主義”に基づく的確な状況判断が

徹底していること。

⑦ 成果（業績目標達成度）は、部署・チー

ム・個人の役割に応じた貢献度で評価

されていること。

⑧ 評価の公正性・納得性が維持されている

こと（仲間の真摯な相互フィードバック

に基づいて貢献度が判定され、本人の自

己評価・上司評価、さらに上位評定者に

よる社内同一レベルの役割等級間の調

整を経て決定されていること）。

⑨ 役割等級制度など社内等級制度を基軸

とする人事賃金制度と緊密に連携して

運用され、評価結果が処遇に反映されて

いること。

⑩ 運用プロセスが、同時に人材育成の場と

なっていること。

すなわち、目標管理のビジョンとは、経

営目標達成に向けて、社員一人ひとりと組

織が同時に活性化する様々な要件を満たす

ことであると言えましょう。
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